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住民と共につくる地域保健のカタチ

地域と共につくる母子継続ケア達成モデルへの期待

草の根の知見から持続可能な地域保健モデルを構築

　2016 年より、カムアン県サイブートン郡にて、母
子保健の向上を目指した活動を継続してきました。
　農村部では、妊婦健診を受けないまま出産に臨んだり、
自宅での出産を選んだりするケースが少なくありませ
ん。また、安全とはいえない育児が行われることもあり、
本来であれば助けられたはずの母子の命が、今なお失
われています。
　これまで、アウトリーチ活動※ を通じて保健医療サー
ビスの提供や健康教育に注力し、一定の成果を上げる
ことができました。一方で、健康や予防への関心が低
いお母さんたちに対しては、理解が得られず、サービ
スが利用されない場面にも遭遇してきました。
　こうした課題を克服するために、本事業では、サー
ビスの受益者であるお母さんやその家族が、どのよう
に意思決定を行い、どのような行動を選択しているの
かを丁寧に聞き取り、調査を行います。その結果を踏
まえて、望ましい健康行動が自然に選ばれるような情
報提供のあり方を設計するとともに、そうした行動が
地域全体で支えられるよう、村落での支援体制の整備
を進めます。
　たとえば、出産計画を立てる妊婦健診の場面では、
妊婦の意思決定や行動選択に影響力のある家族（夫や
義母など）を巻き込んで、母子健康手帳に出産計画を
書き込んでもらいます。家族から「妻（娘）に病院で

JICA草の根技術協力事業に新規採択
―ラオス農村部の母子を支える誰ひとり取り残さない継続ケア支援へ

ラオスからの報告

安全に出産してもらいたい」という約束を得ることが
目的の一つです。こうした合意は、家族内での話し合
いを促すだけでなく、実際に病院での出産を支える行
動をとりやすくする効果が期待されます。
　また、妊婦の前向きな気持ちを引き出すために、生
まれてくる赤ちゃんからのメッセージ（例：「病院で
会える日が楽しみだよ」）を添えたポスターを村内に
掲示するなど、心に寄り添う働きかけも行う予定です。
　私たちは、協働する県・郡保健局や地域住民とともに、
すべてのお母さんと赤ちゃんが安心して出産を迎えら
れるよう、地域に寄り添い、自立を支える持続可能な
支援をこれからも続けてまいります。

ISAPH
ラオス事務所

三浦　夕季

ISAPH
東京事務所

安東　久雄

カムアン県保健局衛生・健康促進課長

ソンブン・カムピトゥン

　ISAPHが提案した「サービス受益者の行動選択に働
きかける誰ひとり取り残さない母子継続ケア支援事業」
が、JICA 草の根技術協力事業として採択されました。
本事業は、ラオス農村部のお母さんと子どもの健康を
守るために、妊婦健診や病院での安全な出産、予防接
種などの一連の母子継続ケアを途切れることなく受け
られるよう支援します。2026 年１月からの３年間に
わたり実施される予定です。
　本号では、ISAPHの職員に加え、カウンターパート
の県・郡保健局、そして活動対象村の住民の声を通じて、
本事業に寄せる期待と展望をご紹介します。

　現在、私たちは母子保健に関する国家戦略および行
動計画に基づき、サービス受益者の立場を尊重した保
健医療サービスの推進に取り組んでいます。
　特に農村地域では、未だに妊婦健診を受けないまま
自宅での出産を選ぶケースが少なくありません。また、
医療施設が近くにある場合でも、「行かなくても大丈夫」
と考える住民が多く、妊婦健診や施設での出産を選ば
ないケースも依然として見られます。
　本事業は、地域住民が抱える課題に対して、行動科
学の視点を取り入れ、母子保健に関する前向きな行動
を住民が自ら選べるようにすることを目指しています。
たとえば、妊婦自身やその家族が「病院で出産するの
が当たり前」と感じられるような働きかけを行います。
また、住民の思考や価値観に寄り添いながら、「行動変容」
を自然に引き出す取り組みが重視されます。

※妊産婦や乳幼児が必要な保健サービスを受けられるよう
　医療従事者が村落に出向く活動
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会議にて事業の継続と拡大を訴えるプソン氏

ISAPHの活動を紹介し、認知度を高めるソンブン氏

赤ちゃんの予防接種の介助をするウェオ氏

住民の声「また一緒にやりたい」

住民の行動変容を支える地域保健行政の挑戦

ソクタン村保健ボランティア

ウェオ・シーソンバット

サイブートン郡保健局長

プソン・フォンサワン

　長年にわたりISAPHと共にサイブートン郡での母子
保健に関する課題に取り組んできました。これまでの
活動の成果を基盤にさらに多くの村へと活動が拡大され、
更なる母子保健サービス利用促進に向けて引き続き共
に取り組めることを、とても嬉しく思っています。
　本事業は、郡全域を対象に実施され、住民の行動変
容を促す活動が展開されます。前回の活動を経て、現
在は郡保健局および保健センターが中心となりアウト
リーチ活動を継続していますが、一部の保健サービス
においては利用率が維持されており、住民の受診行動
が地域に定着しつつあることを実感しています。
　こうした成果からも、「行動選択に働きかける手法」は、
住民が自ら進んで必要な保健サービスを利用したいと
思えるよう促し、持続的な効果をもたらすとても意義
深い取り組みと感じています。そして、保健サービス
がより身近で信頼できる存在になること期待しています。
　また、本邦研修の機会や専門家からの助言は、実践
的な学びの場や知識の共有を生み出し、現場での応用
力を高めるものです。これにより保健医療従事者の理
解とスキルが向上し、新しい手法を地域に根付かせる
大きな力になると思います。
　私たちは、この新しい手法をしっかりと理解し、地

　この事業を通じて、
　①行政と地域の協力体制がより強固になり、
　②住民の保健に対する理解と実践が深まり、
　③妊婦健診や安全な出産の実施率が向上し、
　④母子の死亡率が改善されることを期待しています。
　あわせて、病院への信頼が高まり、誰もが安心してサー
ビスを利用できる環境が整うことを強く願っています。
　地域や家庭が主体となって健康を守る力を育むこと—
それこそが、本事業の最も重要な価値と考えています。

域に根付かせていきます。今後もISAPHと連携し、住
民の健康行動を支える仕組みづくりを推進するため、
郡保健局として全面的な協力と支援を継続していきます。

　ISAPHが再び私たちの地域で活動を実施すると聞き、
とても嬉しく思っています。村の皆も、活動の再開を
心待ちにしています。研修や活動の際には、調整や支
援に喜んで協力します。
　これまでの活動を通じて、健康への関心を持つお母
さんたちが増えていることを実感しています。今後も、
妊婦さんやお母さん、子どもたちが積極的に保健サー
ビスを利用し、自分の健康について考えることができ
るよう、住民に声をかけていきたいと思います。
　この事業を通じて、村の母親と子どもたちの健康が
さらに向上することを心から願っています。また、妊
婦さんや子どもたちがより多く母子保健サービスを利
用できるようになり、妊婦健診や病院での安全なお産
が増えることを期待しています。
　ISAPH、病院職員、村の皆と力を合わせて、この事
業を成功させたいと思います。
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エンディンデニフィールド視察 県病院の視察

マラウイからの報告

聖マリア病院の谷口病院長がマラウイを初訪問 ISAPHマラウイ事務所

　５月、ISAPH の設立母体である聖マリア病院より、
谷口雅彦病院長がマラウイに来訪されました。2007
年のマラウイ活動開始以来、現在３回目の JICA 草の
根技術協力事業実施に至る ISAPH マラウイの歴史を
通じて、聖マリア病院の病院長に活動地を訪問いただ
くのは初めてのことです。

　今回の病院長来訪は、「風に立つライオン」のモデル、
柴田紘一郎先生と縁があった病院長が、以前（48号）
掲載された風に立つライオン基金との活動の開始をお
知らせした記事をご覧になり、是非現地で直接活動を
見たいというお話しから実現しました。谷口病院長より、
今回のマラウイ訪問を振り返った紀行文を頂戴しました。

　2025 年5月17日から 25日にかけて、聖マリア病院がグ
ループ法人として連携している ISAPHが長年にわたり活
動してきたアフリカ・マラウイ共和国を訪問する機会をい
ただきました。この訪問の目的は、２年前の創立 70 周年
記念祝賀会においてローマ教皇庁から祝意を頂戴するほど
に広がっている当法人の国際協力とは一体何か、その本質
を現地に赴き、自分の目で確かめることでした。
　今回の渡航は、福岡から乗継を含めてドア・ツー・ドア
で合計 37 時間という長旅でした。現地到着後、首都から
未舗装の道路を車で５時間かけて、ムジンバ県南部へと向
かいました。ここではHSA（地域保健ワーカー）や地域
ボランティアたちが中核となって、母親グループによる栄
養指導や、成長曲線を用いたモニタリング活動、衛生啓
発など多彩な取り組みが展開されていました。特に印象深
かったのは、スマートフォンアプリ（WhatsApp）による
村落間の情報共有、グループリーダーの育成などを通じて、
「人に頼らず、地域自らが動く」支援モデルが既に根付い
ていたことです。
　また、ムジンバでは 2025 年度から新たに始まった JICA
草の根技術協力事業のキックオフミーティングに参加。こ
こでは、ISAPHの長年のパートナーであるムズズ大学看
護学部のチランボ上級講師と面談し、今後の学術連携に向
けたMOU締結の提案をいただきました。
　滞在後半にはリロングウェに戻り、保健省副大臣ならび
に保健局長とも面会し、プロジェクトの国家的意義や今後
の持続可能性について協議しました。両者からは、これま
での ISAPHの取り組みに対して厚い信頼と感謝の意が示
されました。

　滞在中の５月 22日には、マラウイ国内最大の全国紙で、
JICA草の根技術協力事業の紹介と現地責任者である山本
作真さんの写真が紹介されました。これは、地域発の保健
活動が国家の誇りとして受け止められていることを象徴す
る出来事であり、現地での活動の成果が確実に認知されつ
つある証でもあります。
　現地で活動されている ISAPH職員は、それぞれの専門
性を活かしながら地域住民と信頼関係を築き、「利他の心」
で献身的な支援を継続されています。その姿はあまりに尊
く、私自身の人生観にも大きな影響を与えうるものでした。
　私には、大学時代に深く影響を受けた柴田絋一郎先生
という恩師がいます。先生は若き日にケニアで医療活動に
従事され、その経験がさだまさしさんの曲となり映画にも
なった「風に立つライオン」のモデルとなりました。柴田
先生は 2025 年２月にご逝去されましたが、生前は「利他
のバトン」を次代に託すことの大切さを説かれていました。
今回、ISAPHの活動が「風に立つライオン基金」の支援
を受けていることを知り、また現地で職員がそのバトンを
しっかりと受け取り実践している姿を拝見できたことは、
子ライオンの一人として大きな誇りであり、感無量でした。
　今回の訪問を通じて、私たちが日々地域医療で培って
きた知恵と経験が、国境を越え、アフリカの地で新たな命
を守る力となっていることを実感しました。今後も雪の聖
母会　聖マリア病院として、医療・教育・研究の観点から
ISAPHの活動が持続・発展していけるよう、可能な限り
後押ししてまいります。

社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院
院長　谷口 雅彦
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「誰ひとり取り残さない」を形にする
～ISAPHの中期計画～

ISAPH事務局

　新年度を迎え、2025 年度からの中期５か年計画を
策定しました。これまで積み重ねてきた実践と学びを
もとに、「誰ひとり取り残さない」社会の実現を目指し、
Mission（使命）、Vision（目指す社会）、Values（価
値観）を明文化したものです。

【Mission（使命）】

　私たちの使命は、世界の健康格差を縮小し、すべて
の人々が健康で尊厳ある暮らしを実現できるよう貢献
することです。この Mission の背景には、アジア・ア
フリカをはじめとする開発途上国、そして支援が届き
にくい地域に暮らす人々が、健康を当たり前に享受で
きる社会を共に築きたいという強い思いがあります。

【Vision（目指す社会）】

ISAPH は、低所得国、内陸国、農村部、少数民族、
在留外国人など、さまざまな脆弱な立場にある人々を
対象に、誰ひとり取り残さない国際協力を展開してい
きます。私たちが目指すのは、これらの地域において、
住民自身が自らの健康を守り、育む力を持つ社会モデ
ルの確立です。住民が主役となる持続可能な地域社会
の実現に向け、共に歩み続けます。

【Values（価値観）】

　Mission（使命）と Vision（目指す社会）の実現に向け、
以下の７つの Values（価値観）を行動の軸とします。

①科学的根拠に基づき、他の地域にも応用できる解決
策を生み出します

②地域の力や資源を活かした、住民主体の取り組みを
重視します

③支援の先にある「共につくる関係」を通じて、住民
が自ら課題を解決する力を育みます

④住民の生活実態に寄り添いながら、さまざまな立場
の人々と協力します

⑤新しい技術を取り入れ、暮らしや社会のしくみを前
向きに変えていきます

⑥既存の人材を支えつつ、次世代の担い手を育てます
⑦世界と地域の課題を結びつけ、学び合いながら解決

策を活かします

【支援者さまと共に草の根活動を極める】

　ISAPH は今後の５年間、地域に根ざした実践を起
点に、それを調査・研究、提言、さらには政策への反
映へと段階的につなげていく取り組みを進めていきま
す。

事務局からの報告

　上の図のように、ISAPH は実践の中で活動の有効
性を検証し、科学的根拠を蓄積し、複数地域で成果を
展開し、再現性のあるモデルを構築します。現場で得
た知見を地域や国の制度づくりに活かせるよう取り組
んでいきます。こうした取り組みを支えて下さってい
るのは、正会員・賛助会員をはじめとする支援者の皆
さまや聖マリア病院、JICA、外務省、大学、自治体、
NGO など多様な開発パートナーです。皆さまからの
ご支援は、保健医療従事者の能力強化や、住民向けの
保健医療サービスや健康教育といった形で、確実に現
場に届いています。たとえば、マラウイではケアグルー
プ主体の調理実習を通じて、子どもの栄養改善を地域
ぐるみで促進しています。ラオスでも村落保健委員会
や昆虫養殖世帯と医療従事者が協力して、母子の健康
課題に取り組む活動が広がっています。
　このように、皆さまの支援は、地域の力を引き出しな
がら、住民主体の保健活動を育む大きな力となってい
ます。国際保健の現場で培った実践知を活かし、国際
協力や社会課題の解決に前向きに関わる人や組織を地
域社会に増やしていくことも、私たちの重要な役割と
考えています。ISAPHはこれからも、開発協力の草の
根スペシャリストとして、「誰ひとり取り残さない」社
会の実現に向けて、皆さまと共に歩み続けてまいります。
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項　目 金　額 内　容

前年度繰越金 18,734,509

収　入 10,800,026

収入内訳

807,000

213,327

5,865,837

3,556,886

356,976

会費

寄付金

助成金・補助金

事業収益（業務委託等）

その他

支　出 16,314,068

支出内訳

6,276,631

2,439,434

2,631,637

3,599,135

1,224,620

142,611

国際協力事業（ラオス）

国際協力事業（マラウイ）

教育・研修事業

調査・研究事業

管理部門

その他（雑費・法人税等）

収支差 △ 5,514,042

2024年度末期預金額 13,220,467

項　目 金　額 内　容

前年度繰越金 13,220,467

収　入 16,400,000

収入内訳

900,000

300,000

7,200,000

7,700,000

300,000

会費

寄付金

助成金・補助金

事業収益（業務委託等）

雑収入

支　出 16,400,000

支出内訳

12,200,000

1,000,000

500,000

1,500,000

1,000,000

200,000

国際協力事業（ラオス）

国際協力事業（マラウイ）

教育・研修事業

調査・研究事業

管理部門

その他（雑費・法人税等）

収支差 0

2025年度末期残高 13,220,467

ISAPHブースにてお客様に活動を紹介する村上

事務局からの報告

国際協力に寄せられた温かいまなざし
―ラオスフェスティバル2025出展報告

ISAPH事務局　村上　麻友子

　2025年５月24日㈯・25日㈰の２日間、東京・代々
木公園で開催された「ラオスフェスティバル 2025」
に出展しました。今年は日ラオ友好 70 周年の記念の
年。会場には、ラオスの美しい民族衣装をまとった人々
によるパレードや伝統舞踊、ラオス料理の屋台が並び、
駐日ラオス大使をはじめとする多くのゲストが出席され、
両日とも大いに賑わいました。
　ISAPHはNGOブースにて、ラオスで行っている保健・
栄養改善活動をご紹介。多くの方にお立ち寄りいただき、

「人と地域を育てる活動」への共感と温かいご支援を
頂戴しました。
　中でも印象的だったのは、２日間連続でブースを訪
れてくださったタイ出身の女性です。隣国ラオスの
現状を知る彼女は、「タイにも貧困地域はあるけれど、
ラオスのほうが厳しい。ISAPHのような団体があって

本当に嬉しい。ぜひ頑張ってほしい」と、励ましのお
言葉とともにご寄付をくださいました。
　「なぜ日本が大変な時に、外国を支援するのか？」
という声もある中で、国境を越えて人を思いやる気持
ちの大切さを改めて教えていただいた気がします。
　応援してくださる皆さまの想いを胸に、ISAPHはこ
れからも現地に寄り添った活動を続けてまいります。ブー
スにお越しいただいた皆さま、そしてご支援をくださっ
た皆さま、本当にありがとうございました！

決算報告

2024年度収支決算報告 2025年度予算
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村のお母さんたちへの聞き取り調査 養殖した昆虫の食品加工の指導

アンピラー・トンファタム（食用昆虫養殖事業担当）
ラオス：カムアン県出身。ISAPHラオス事務所現地職員

ジョン・ポール・バンダ（現地職員統括マネージャー）
マラウイ：ムジンバ県出身。ISAPHマラウイ事務所現地職員

村のお母さんたちが昆虫養殖を始める前は、お金を稼ぐチャンスもほとんどなく、子ども
のご飯は限られていました。でも今では、自分で育てた昆虫を売って収入を得られるよう
になり、そのお金で卵や油も買えるようになりました。「家族の笑顔が増えて毎日楽しく暮
らせるようになった」とお母さんたちも話しています！

ISAPHマラウイでは、母親たちが協力して栄養価の高い離乳食を教え合っています。この
離乳食にはたくさんの食材が使われており、子どもたちはその味や香りを喜んで食べています。
ある村でリーダーをしている母親は「お母さんたちが色々な食材を家庭で使うようになって、
栄養不良の子が明らかに減りました」と嬉しそうに教えてくれました。

リーダーの母親が県職員に自信を持って活動を紹介している様子 調理実習で作った離乳食を味見する子どもたち

ISAPHの活動を通して、現地がどのように変わってきているのか、
マラウイ・ラオスの現地職員の視点からレポートしてもらいました。
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編 集 後 記

入会と寄付のお願い入会と寄付のお願い

※本ニュースレターの発行は、社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院にご協力をいただいています。

◦厚生労働省臨床研修指定病院
◦厚生労働省歯科臨床研修施設
◦厚生労働省臨床修練病院
◦地域医療支援病院
◦福岡県救命救急センター
◦福岡県総合周産期母子医療センター
◦福岡県救急告示病院
◦福岡県地域災害拠点病院

◦福岡県エイズ治療拠点病院
◦福岡県肝疾患専門医療機関
◦福岡県災害派遣医療チーム指定医療機関
◦福岡県第二種感染症指定医療機関
◦地域がん診療連携拠点病院
◦福岡県小児救急医療電話相談施設
◦福岡県児童虐待防止拠点病院
◦久留米広域小児救急医療支援施設

◦自動車事故対策機構NASVA療護施設
◦ISO 9001認証施設
◦ISO 15189認定施設
◦日本医療機能評価機構認定施設
　（一般病院２〈３rdG：Ver.１.１〉）
◦日韓医療技術協力指定病院
◦久留米市病（後）児保育施設

理事長：井手 義雄　　病院長：谷口 雅彦
〒830-8543　福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942-35-3322㈹　FAX.0942-34-3115
URL　http://www.st-mary-med.or.jp

社会医療法人
雪の聖母会 聖マリア病院聖マリア病院

ISAPHの役員名簿

役　職 氏　名 備　　　考
理事長 小早川 隆敏 東京女子医科大学　名誉教授

理　事 浦部　 大策 医療法人社団ときわ
赤羽在宅クリニック　医師

理　事 江藤　 秀顕 神山復生病院　病院長
理　事 渡部　 和男 元特命全権大使

理　事 足立　 基　 聖マリア病院
国際協力診療部　部長

理　事 佐々　 優子 オリエンタルコンサルタンツ
グローバル 部門長

監　事 竹之下 義弘 東京六本木法律特許事務所　弁護士

【お支払い方法】
●クレジットカード　Syncable
　でのお支払い
●郵便振込　口座名　特定非営利活動法人ISAPH
　　　　　　口座番号　00180-6-279925

　2025年度よりニュースレター編集担当にな
りました、広報の村上と申します。
　ニュースレターを読んでくださる皆さまへ、
ISAPHの「地域に寄り添う」活動を分かりや
すくお伝えできればと思います。
皆さまからのご意見・ご感想、
お待ちしております！

（村上）

特定非営利活動法人ISAPH

ISAPHの活動を発展させるために、一人でも多くの
ご入会・ご寄付をお待ちしております。

マラウイ事務所　萩原の奮闘記　～助け合いの文化編～

　「バナナ買うから200クワチャ頂戴」と言われて素直に渡す友人を
見て、私が「どうして簡単にお金を人に渡すの？」と驚いていると、

「渡すとバナナケーキを作ってくれるんだ」と笑顔で教えてくれました。
ISAPHの活動に限らず、材料やお金の持ち寄りは日常でした。

賛助会員

寄付

法人 年会費：30,000円

いつでも、いくらからでもお受けいたします。

個人 年会費：3,000円

※ご入会の方にはニュースレターをお送りします。
また、オンラインサロンに参加することができます。

【福岡事務所】
〒830-8543　福岡県久留米市津福本町422番地
聖マリア病院 国際事業部内　TEL.092-621-8611

【東京事務所】
〒105-0004　東京都港区新橋3-5-2　新橋OWKビル3階
TEL.03-3593-0188　FAX.03-3593-0165
E-mail  jimukyoku@isaph.jp　　URL  https://isaph.jp/

【ISAPHニュースレター　第51号　編集スタッフ】安東 久雄／村上 麻友子
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